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　1月15日、JA雨竜支所にて雨竜町メロン部会の40周年記念式典が開催された。

➡記事の詳細は３ページ

JAきたそらちでは、
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魅力満載の情報を発信中です！
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　1月13日、准組合員を対象にした交流活動「JAきたそらち地域農業応援団」の第5回応援団会議と

解散式がJA本所で開催された。今回は団員８名のうち7名が出席し、これまでの同会議の活動報告や

JA役職員との意見交換会、感謝状の贈呈式などが行われた。

　開会にあたり、柏木孝文組合長は「准組合員である団員の方々に、施設見学や収穫・加工体験を通し、

地域の農業や当JAの事業などについて少しでもご理解頂けるよう応援団活動を進めさせて頂いた。今年

度の応援団を卒業された後も、地域農業に関心を持って頂き、また関連行事等にも参加して頂きながら、

引き続き地域の農業や当JAを応援してほしい」と挨拶した。続いて、遠藤康博総務部長が第4回までの

活動内容や、団員からの第4回までの感想等を報告し、次にJA北海道中央会岩見沢支所の遠藤俊氏が

JAグループ北海道の概要として連合会それぞれの役割や同グループの使命などを説明した。

　意見交換会では、「地域貢献のためにJAきたそらちが取り組むべき方向性」をテーマに、団員とJA

役職員が4班に分かれグループ討議を行い、団員からは「地産地消を促進するため、地元の農畜産物を

もっと地元の身近なところで買えるようにしてほしい」、「地元の子ども達や地域住民が参加できる農業

体験や出前講座などの機会を増やし、よりJAの事業をPRしてみては」、「応援団活動の中で農福連携の

現場を見学し、この取り組みをもっと地域の方々にPRした方がいいと思った」などといった意見が出さ

れた。

　その後、柏木組合長より団員それぞれに1年間の活動をねぎらい感謝状が手渡され、最後に今年度の

団員の推薦により決められた次年度の応援団員13名の紹介が行われた。参加した団員は、「1年間美味

しく楽しく学ぶことができて大変満足」「身近にあったのに知らなかったJAの事業などを学び、より

JAを身近に感じるようになった」「第5回までで学んだ地域農業やJA事業について周りの人に紹介し

たい」などと感想を話す。

　次年度も新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みながら、4月より計5回の活動を行う予定となって

いる。
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「ゆめぴりか」生産組合
第９回通常総会

「ゆめぴりか」生産組合
第９回通常総会

　1月15日、雨竜町メロン部会（橋本貴之部会長）の設立40周年記念式

典がJA雨竜支所で開催され、部会員や町役職員、JA関係者など28名が

出席した。

　雨竜町では昭和56年、町内21戸の生産者がビート育苗ハウスの跡利

用としてメロン栽培を始め、それに伴い同部会を設立。同年、滝川地方卸

売市場（株）の指導のもと共選規格を決め、同市場を中心に出荷を開始した。

平成に入ると道外市場への出荷も始まり、平成3年には、部会員数が

106戸まで増え、年間3億2千万円の販売額を上げた。その後、同部会で

は平成21年より部会員全戸がエコファーマーを取得するなど、安心・安

全なメロン生産に力を入れてきたが、高齢化や後継者不足、経営面積増加

等の影響を受け、作付面積および部会員数が減少。令和2年度には、部会

員数が26戸まで減少したものの、コロナ禍で需要が減少している中、年

間6千8百万円の販売額を上げた。

　式典では、開会にあたり、橋本部会長が「当部会は各関係機関や市場、

そして地域の生産者の皆様に支えられ40周年を迎えることができた。時

代の流れでなかなか作付面積が増えない実情もあるが、この先も各関係機関と連携し、まずは50周年を目

標に、北海道を代表する青肉メロンの産地として、今後も部会の皆様とメロンを生産していきたい」と挨拶

した。続いて来賓の西野尚志雨竜町長とJA岩田清正専務から祝辞が述べられた後、谷本貴志副部会長より

同部会40年のあゆみが報告された。また歴代の部会長には感謝状と記念品が授与され、平成21年から22

年まで部会長を務めた志部谷雄一氏が代表として謝辞を述べた。

　式典の後には第40回定期総会が開催され、令和2年度メロン出荷共励会表彰や議事、また役員改選が行

われた。新部会長に就任した谷本氏は「諸先輩方々の努力の賜物により、40周年を迎えられた。これから

任期の2年間は部会長として、部会員や関係諸団体の方々に協力して頂きながら、50周年に繋げられるよ

う頑張っていきたい」と意気込む。

　1月19日、「ゆめぴりか」生産組合（岡田徹組合長）が第9回通常総会を開催し、組合員24名が出席した。
　岡田組合長は開会にあたり、新型コロナウイルスの影響により予定していた行事が開催できなかった事について
のお詫びや、昨年の作柄、販売情勢について述べ、挨拶とした。議事では、山田剛氏（一已地区）を議長に選出し、
令和2年度の事業・決算報告、令和3年度の事業計画などが原案通り承認された。

【米穀課　松田】

販売部販売部販売部販売部

雨竜町メロン部会雨竜町メロン部会 設立40周年記念式典設立40周年記念式典 青果部青果部青果部青果部
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　うりゅう米生産組合（遠藤清明組合長）は、日頃うりゅう米を取り引き頂いて

いる道内のスーパーマーケットの従業員へ「うりゅう米パックご飯」を寄贈した。

新型コロナウイルスの感染拡大が続く状況において、レジ対応や商品棚への補充

など感染リスクが高い中で「うりゅう米」を販売して頂いている感謝の気持ちと

して、「うりゅう米パックご飯」合計250個を3店舗へ発送した。

　遠藤組合長は、「コロナ禍の中での消費者の日常生活は、医療従事者等だけでは

なく小売店等で販売業務を遅延なくこなして頂いている従業員の方々にも支えら

れている。我々産地としても、農産物収穫後の物流から消費者へ届くまでに関わ

る全ての方々を思い、今まで以上に良質で安全な農産物の生

産に励んでいきたい」と話す。

　受け取ったスーパーマーケットからは、「コロナ禍で大変

なのはお互い様ですが、生産組合のお気持ちに感謝します」

とお礼の言葉をいただいた。

【雨竜支所　高木】

うりゅう米生産組合 うりゅう米の取引先
スーパー従業員にパックご飯を寄贈

うりゅう米の取引先
スーパー従業員にパックご飯を寄贈雨竜支所

幌加内支所

幌加内町営農センター

鏡餅を贈呈
　12月23日、幌加内町もち米生産組合が鏡餅の贈呈を行い、古林茂組合長と中西博副組合長が当JA

と幌加内町の2か所を訪問した。

　同生産組合では、一年の出荷を無事終えたことへの感謝と翌年の豊作を祈願して毎年贈呈を行ってい

る。鏡餅は下段が直径21㎝、上段が直径18㎝、重さは約6㎏あり、同町の「北里もちそば組合 片田舎」

が同町産の「はくちょうもち」3升を使い作成した。

【幌加内支所　墓田】

鏡餅を贈呈幌加内町
　もち米生産組合
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　当JAでは、1月6日の仕事始めの際に行われる組合長による年頭の訓示をリモート形式で実施した。例年は、

仕事始めの日にJA役職員を一堂に会して行われる新年交礼会にて、組合長による年頭挨拶が行われるが、

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から交礼会を中止とし、営農センターでの柏木孝文組合長に

よる年頭訓示を、ウェブ会議ツール「Zoom」を使ってJA事業所10拠点を繋ぎリアルタイムで配信した。

　年頭訓示の中で柏木孝文組合長は、「本年は第7次農業振興

計画、農協経営計画の2年目となる。組合員の負託に応え『日

本一の米産地』実現に向け、若い職員の考え意見を積極的に

取り入れ、組合員との密着力強化を進めながら農協独自の取

り組みを実践し、組合員の農協回帰の礎を築きたい。そして

米の需給環境悪化からも本年は正念場である。北海道の農業、

地域の農業、そしてJAきたそらち管内の組合員を守り、地域

経済の核となる農協であるよう、役職員一丸となって元気に

頑張っていきましょう｣と役職員に対して呼びかけた。

　1月14日、JAきたそらち青年部（加藤亮部長）の第21回通常総会が

当JA本所大会議室にて開催された。今年度については、新型コロナウイル

スの感染状況を考慮し、委任状による出席を認め最低限の人数で行われた。

　開会にあたり、加藤部長（北竜支部）は「今年度はコロナ禍で様々な青

年部活動や行事が中止となったが、スノーメッセージ制作や女性部とJA常

勤役員との懇談会、ホクレンくるるの杜での農産物販促など、数少ない活

動ではあったものの有意義に行うことができた。このような状況下で人との

つながりが弱くなっているなか、いま一度青年部が一丸となってこの状況を

乗り越えていきたい」と挨拶した。

　議事では、納村憲明氏（多度志支部）を議長に選出し、事業報告並びに

決算、計画議案が原案どおり承認され、また役員改選が行われた。令和3

年度の本部長を務める西田展好氏（多度志支部）は、「昨年はコロナ禍に

より部員交流会などが中止となったため、今年は感染拡大状況を鑑みなが

ら部員の親睦を深める活動を行いたい。また、部員の減少が進み青年部活

動が難しくなっているため、今年1

年の活動の中で青年部組織の構造

を見直していきたい」と就任への

意気込みを語った。

　尚、新役員は右記の通り。

【営農企画課　石野】

組合長による年頭訓示

第21回　JAきたそらち青年部通常総会

今年はリモート形式で実施総務部総務部総務部総務部
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JAきたそらち女性部
マスクケースを医療施設へ寄贈
JAきたそらち女性部
マスクケースを医療施設へ寄贈
　JAきたそらち女性部は、JA空知女性協議会と

の共同事業として日々厳しい環境の中で闘っている

医療従事者の方々や病と闘っている患者の方々へ、

部員が心を込めて縫った「マスクケース」190個

をJA管内1市3町6か所の医療施設へ寄贈した。

　マスクケースは、使いかけ、もしくは使い終わっ

た後のマスクを入れて持ち運ぶ他にも、替え用の

新しいマスクを数枚入れて持ち運ぶなど用途があ

る。食事の際、使いかけのマスクを外してテーブル

深川市立病院 深川市立納内診療所

深川市立多度志診療所 （医）アンリー・デュナン会　新雨竜第一病院

北竜町立診療所 幌加内町立幌加内診療所

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

の上に置くと、ウイルスが付着する恐れがあり簡易

的なマスクケースを出してくれる飲食店も増えてき

ている。そのような時、一人ひとりがマスクケース

を持参して、一時的にマスクを入れてカバンに入れ

る習慣が根付けば、感染拡大防止の一助にもなる。

　寄贈した医療施設からは、「引き続き気を緩める

ことなく住民の皆さんが安心して生活できるよう努

めたい」と心強いお言葉をいただいた。

【営農企画課　墓田】
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JAきたそらち女性部
「SDGsかるた」を保育施設へ寄贈
JAきたそらち女性部
「SDGsかるた」を保育施設へ寄贈
　JAきたそらち女性部は、JA全国女性組織協議会が制作した「JA女性組織フレッシュミズSDGs

かるた」をJA管内1市3町14か所の保育施設へ計41セット寄贈した。

　「SDGs（持続可能な開発目標）」は、「地球上の誰ひとり取り残さない」取り組みとして、2015年

国連サミットで採択され、2030年までに達成することをゴールとした長期的な開発目標となっている。

　この「SDGsかるた」を使って子ども達に楽しみながら「ひらがな」とSDGsを学んで欲しいこと

から今回の寄贈に至った。かるたの中には「健康は食べることから

始まるよ」「ひとごとにしてはダメだよSDGs」という札に加え、「相

談はまかせて安心JAへ」などJAに関する札もあるなど、いずれも

子ども達が大人になっても心に残っていて欲しい内容で作られてい

る。子供たちは思いがけないプレゼントに満面の笑みで喜んでいた。

【営農企画課　墓田】

北光保育園（イチヤン支部） 深川西町保育所（深川支部）音江中央保育園（音江支部）

わかば認定こども園（納内支部） 雨竜町保育園（雨竜支部）
贈呈先保育施設一覧

地　域 園　　名

深　川

雨　竜
北　竜
幌加内

新中央保育園
納内保育園
たどし認定こども園かぜっこ
認定こども園深川あけぼの保育園
深川西町保育所
北光保育園
音江中央保育園
わかば認定こども園
学校法人 北海道ルーテル学園 深川めぐみ幼稚園
学校法人 深川竜谷学園 深川幼稚園
雨竜町立保育園
北竜町立やわら保育園
社会福祉法人 恵信福祉会　双葉保育園
みゆき保育園

認定こども園深川あけぼの保育園（多度志支部）

北竜町立やわら保育園（北竜支部）（福）恵信福祉会　双葉保育園（幌加内支部）

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
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【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。
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の

皆
さ
ん
に
隔
月
に
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、

早
い
も
の
で
も
う
満
２
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
人
財
開
発
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
い
う
立
場
か
ら
、
主
に
貴
Ｊ
Ａ
の

職
員
研
修
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
が
一
昨
年
か
ら
若
手
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
に
対
す
る
「
サ
ム
ラ
イ
塾｣

で
”組
織
を

変
え
る
先
兵
“
と
し
て
の
期
待
を
託
し
て
。

そ
れ
に
加
え
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
「
自

分
塾｣

を
展
開
。
組
織
を
変
え
る
に
は
”ま
ず

は
上
か
ら
“
を
基
本
に
据
え
、
部
下
を
預

か
っ
て
い
る
管
理
者
層
に
対
し
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
本｣

を
軸
に
し
な
が
ら
。
こ
の
２

つ
の
塾
生
の
方
々
が
、「
少
し
で
も
自
分
を

変
え
る
き
っ
か
け｣

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、

縁
が
あ
り
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
に
入
組
さ
れ
た

新
入
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
「
組
織
人
と
し
て

の
心
構
え｣

な
ど
を
内
容
と
し
て
新
入
職
員

研
修
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で

も
。
こ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
非

常
に
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
こ
う
し
て
講
師
を
生
業
に
し
、
か
れ

こ
れ
四
半
世
紀
。
そ
の
中
で
最
も
や
り
が
い

や
充
実
感
を
覚
え
る
の
は
「
先
生
と
出
会
え

て
良
か
っ
た｣

等
に
類
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
戴
し
た
時
で
、
講
師
冥
利
に
尽
き
る
心
境

に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
私
だ
け
に

限
ら
ず
、
誰
も
が
似
た
よ
う
な
感
情
を
抱
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
の
基
本
的

欲
求
の
一
つ
に
「
承
認
欲
求｣

と
い
う
の
が

あ
り
、
先
ほ
ど
の
言
葉
は
そ
れ
を
満
た
す
に

十
分
だ
か
ら
で
す
。
企
業
に
と
っ
て
の
存
在

意
義
に
も
似
て
、
そ
の
ひ
と
言
に
個
々
人
と

し
て
の
「
生
き
る
価
値｣

を
感
じ
る
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
「
役
立
つ｣

と
い
っ
て
も
大
き

く
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
自
分
自
身

に
役
立
つ
こ
と｣…

即
ち
、「
給
料
が
上
が
っ

た｣

な
ど
が
一
例
で
す
。
も
う
一
つ
が
「
他

人
に
役
立
つ
こ
と｣

で
、「
あ
な
た
が
い
て
助

か
っ
た｣

な
ど
と
い
わ
れ
た
時
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
”役
立
つ
喜
び
“
で
も
、
両
者

を
比
較
す
る
と
そ
の
大
き
さ
や
、
長
続
き
を

す
る
の
は
後
者
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち

な
み
に
「
働
く｣

と
は
「
傍(

は
た)

を
楽
に

す
る
こ
と｣

で
す
。
そ
れ
が
「
自
分
が
生
き

る
為
の
手
段｣

で
あ
る
こ
と
を
一
概
に
否
定

は
し
ま
せ
ん
が
、
本
来
の
働
く
目
的
は
「
周

り
へ
の
貢
献｣

が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
場
合
、
行
動
原
則
に
は

「
自
律
利
他
・
自
立
主
体｣

と
書
か
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
そ
れ
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
ま

す
。こ
の
意
味
は
非
常
に
深
い
も
の
が
あ
り
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が

こ
れ
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
明
文
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
丑
年
で
す
ね
。
今
一
度
、
互
い
に

そ
の
意
味
を
”反
芻
“
し
、
前
に
進
む
こ
と

が
で
き
た
ら
素
敵
で
す
ね
。
そ
の
為
に
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
の
が
お
互
い
に
「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク｣

を
心
が
け
る

こ
と
。
例
え
ば
営
農
関
係
で
何
か
、
あ
な
た

が
職
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
少
し
で

も
役
立
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
ら

素
直
な
気
持
ち
で
こ
う
言
え
ば
よ
い
の
で

す
。「
有
り
難
う
。
助
か
っ
た
よ｣
と
。
そ
の

ひ
と
言
が
職
員
の
背
中
を
ど
れ
だ
け
押
し
て

く
れ
る
こ
と
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
研
修
で

私
が
し
つ
こ
い
ほ
ど
に
口
酸
っ
ぱ
く
講
義
を

す
る
よ
り
も
、
そ
の
た
っ
た
ひ
と
言
の
方
が

は
る
か
に
心
に
響
き
、
職
員
の
成
長
に
向
け

有
効
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
な
る
と
、「
職
員
を
育
て
る
の
は
組

合
員
の
責
務
だ｣

と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
言
葉
を
裏
づ
け
る

お
話
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
貴
Ｊ
Ａ
で
も
そ
う

で
す
が
、
私
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
役
割

を
も
ち
な
が
ら
、
入
組
し
半
年
く
ら
い
の
新

入
職
員
に
対
し
個
別
面
談
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
仕
事
の
内
容
や

職
場
の
雰
囲
気
等
も
少
し
ず
つ
肌
に
感
じ

「
自
分
は
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
に
入
組
し
て
よ

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？｣

な
ど
と
何
か
と
悩

み
、疑
問
を
も
つ
時
期
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

う
ま
く
社
会
人
と
し
て
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
出
来
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
を
願
い
な

が
ら
。
そ
の
や
り
と
り
の
際
、「
こ
れ
ま
で

の
中
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？｣

と
問
う
と

間
違
い
な
く
出
て
く
る
答
え
に
「
褒
め
ら
れ

た
時｣

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
上
司
と
組

合
員
の
ど
ち
ら
が
よ
り
嬉
し
い
で
す
か
？｣

と
質
問
を
す
る
と
、
圧
倒
的
多
く
は
組
合
員

の
方
々
か
ら
と
い
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
に
関
し
て
「
名
前
を
覚
え
て
も

ら
っ
た
時｣

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
頭
の
片

隅
に
い
れ
て
お
か
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
私
は
業
種
や
業
態
等
が
違
っ
た
に
し
て
も

企
業
と
は
結
局
、「
人
に
始
ま
り
、
人
で
終

わ
る｣

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味

も
あ
り
、
今
度
新
た
に
月
刊
誌
「
農
家
の
友

｣

に
３
月
号
か
ら
連
載
に
て
「『
土
づ
く
り
』

同
様
に
『
人
づ
く
り
』
も｣

と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
筆
を
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。Ｊ
Ａ

は
も
と
よ
り
、
生
産
す
る
農
産
物
の
違
い
は

あ
れ
農
業
者
の
皆
さ
ん
も
「
経
営
は
人
に
帰

結
す
る｣

と
思
う
の
で
す
。

　
新
年
度
に
な
り
次
回
に
寄
稿
す
る
ま
で
に

は
、
ど
う
か
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
で
も
収
束
に

向
か
っ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第12回第12回
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農作業実習報告農作業実習報告JA職員JA職員 第4回

①実習先　　　／　　　②実習期間　　　／　　　③作業内容　　　／　　　④感　想

金融共済部　共済課　　平原　和泉　（平成31年4月入組）
①深川支所一已地区　赤川 光男　代表監事宅
③花き採花、選別作業、花き出荷用段ボール組立作業

④採花作業では採花できる花と出来ない花のサイズを見分けること、選花作業では枝を折ってしま
わないようにすることや定められた長さ通りに揃え束ねて切ることなどが苦労しました。2日間の作
業だけでも体が痛くなり、この作業をほぼ毎日されている組合員の方々は本当に凄いと思いました。
　最初は緊張しましたが、実習先の皆様が温かく迎えて下さり、些細なことでも質問すると丁寧
に教えて下さったため、とても働きやすい環境でした。慣れない作業で大変でしたが、実際に作
業を体験することによって今まで知らなかったこ
とや大変さ、楽しさを知ることができました。
　普段は組合員の方 と々業務内容以外の会話を
する場面が少ないため、実習を通して様 な々お話
ができたことはとても新鮮で楽しかったです。
　今回の実習に携わっていただいた関係者の
方々には心より感謝いたします。誠にありがとう
ございました。

②令和2年8月3日～8月4日

金融共済深川支所　金融共済課　　柴垣　由香利　（平成31年4月入組）
①深川支所一已地区　赤川 光男　代表監事宅
③花き採花、選別作業、花き出荷用段ボール組立作業

④今回の農作業実習は、主に花きの選別作業を行いました。普段行うことが出来ない作業のため、

とても新鮮で楽しく、またコミュニケーションをとりながら仕事ができたので、あっという間に時

間が過ぎていました。

　今まで組合員さんと深く接することがなく、JAに対してどう思っているのか、どこを改善したら

いいのかなどを教えて頂けたので、大変有意義な実習となりました。実習を終えて、これまで以

上に迅速かつ正確に仕事をしていかなければなら

ないという気持ちを持てました。

　実習先である赤川代表監事や関係者の皆様に

は本当にお世話になりました。2日間と短い実習

でしたが、たくさんのことを学ぶことができたの

で、今後の業務に生かしていきたいと思います。

誠にありがとうございました。

②令和2年8月3日～8月4日

　先月号に引き続き、若年職員（採用2年目）を対象としたJA非常勤役員宅における農作業実習につき
まして、各実習生の感想や今後の抱負をご報告させていただきます。

（9） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



●
出
資
増
口
に
つ
い
て
、
通

常
増
口
と
調
整
増
口
を
依
頼

さ
れ
て
い
る
が
、
増
口
を
促

す
な
ら
出
資
配
当
率
を
上
げ

る
等
、
出
資
金
流
出
を
留
め

る
方
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

●
出
資
配
当
率
は
、
毎
年
度

の
Ｊ
Ａ
決
算
状
況
に
応
じ
変

動
い
た
し
ま
す
。
以
前
よ
り

配
当
率
は
下
が
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
が
、
今
後
も
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
出
資
配

当
と
事
業
分
量
配
当
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
対
応
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

●
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い

る
な
か
、
職
員
数
が
増
加
し

て
い
る
の
は
何
故
か
。

●
現
在
の
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
及

び
各
施
設
・
各
拠
点
を
維
持

す
る
為
に
は
現
況
の
職
員
数

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
願
い
ま
す
。
今
後
将
来
の

収
益
見
通
し
や
組
合
員
動
向
、

老
朽
施
設
状
況
等
も
考
慮
検

討
し
、
効
率
的
な
運
営
体
制

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
現
状
の
Ｊ
Ａ
事
業
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
生
涯
に

わ
た
り
全
組
合
員
サ
ポ
ー
ト

を
可
能
と
す
る
効
率
的
事
業

運
営
体
制
構
築
を
第
７
次
経

営
計
画
期
間
中
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
近
年
、
営
農
懇
談
会
の
出

席
人
数
が
減
少
し
て
い
る
と

感
じ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

組
合
員
へ
の
支
援
を
図
り
、

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
が
ブ
ラ
ン

ド
農
協
と
な
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

●
令
和
２
年
度
よ
り
本
格
的

に
農
福
連
携
が
始
ま
り
、
障

が
い
者
の
方
に
熱
心
に
働
い

て
頂
き
大
変
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
利
用
す
る
農
家
側
に

も
十
分
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
次
年
度
に
向
け
就
業
時

間
の
延
長
や
人
員
増
加
の
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

●
次
年
度
に
向
け
、
障
が
い

者
、
利
用
者
（
農
家
）
双
方

が
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
よ

う
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●（
株
）
深
川
未
来
フ
ァ
ー

ム
の
研
修
生
並
び
に
新
規
参

入
者
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。
　

●（
株
）
深
川
未
来
フ
ァ
ー

ム
は
平
成
29
年
よ
り
研
修
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
独
立
就
農
さ
れ

た
方
は
い
ま
せ
ん
。
次
年
度

以
降
、
よ
う
や
く
１
名
の
方

が
独
立
就
農
す
る
予
定
で
現

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

過
去
か
ら
の
農
業
人
フ
ェ
ア

等
の
積
極
的
参
加
に
よ
り
、

（
株
）
深
川
未
来
フ
ァ
ー
ム

へ
の
研
修
希
望
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
新
規
就
農
希
望
者
の
確
保

と
今
後
は
就
農
先
の
確
保
に

向
け
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
厳
し
い
販
売
環
境
の
中
に

お
い
て
Ｊ
Ａ
に
努
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
品
目
に

よ
っ
て
は
厳
し
い
も
の
も
あ

る
。
米
は
「
生
産
の
目
安
」

を
守
っ
て
い
な
い
県
も
あ
り
、

生
産
基
盤
が
衰
退
し
価
格
へ

の
不
安
感
が
あ
る
。
過
剰
在

庫
解
消
に
向
け
た
需
給
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
よ
う
、
輸
入
米

を
含
め
た
対
応
を
国
へ
強
く

要
請
し
て
頂
き
た
い
。

●
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
均
衡

は
価
格
形
成
に
お
い
て
も
非

常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
米
主
産
地
と
し
て
安
定

供
給
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
の
で
、
国
へ
の
要
請
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農

薬
の
使
用
に
つ
い
て
、
人
体

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

よ
り
安
全
な
農
産
物
を
生
産

供
給
す
る
う
え
で
使
用
を
避

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
国

の
基
準
も
あ
る
が
、Ｊ
Ａ
独

自
基
準
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

●
消
費
者
へ
安
全
・
安
心
な

農
産
物
を
供
給
し
て
い
く
事

は
大
切
で
す
が
、
そ
の
一
方

で
安
定
的
に
生
産
を
行
う
に

は
農
薬
の
適
正
使
用
は
不
可

欠
で
す
。
農
薬
使
用
に
当
っ

て
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
使

用
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い

ま
す
が
、
安
全
性
が
不
安
視

さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、

今
後
再
評
価
さ
れ
る
と
の
情

報
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
担
い
手
支
援
室
は
現
状
の

人
員
体
制
（
３
名
）
の
ま
ま

で
今
後
も
進
め
る
の
か
。

●
職
員
数
に
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
が
密
着
力
の
強
化
に
努

め
、
今
後
営
農
セ
ン
タ
ー
集

約
後
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
担
い
手
支
援
室
は
組
合
員

へ
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

を
行
う
Ｊ
Ａ
全
体
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

必
要
な
部
署
で
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

●
米
の
概
算
金
並
び
に
仮
渡

金
に
金
利
は
掛
か
る
の
か
。

●
令
和
２
年
産
米
よ
り
金
利

の
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
大
豆
の
コ
ン
テ
ナ
に
つ
い

て
、
内
袋
に
雑
草
種
子
等
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
有
る
の

で
、
取
り
扱
い
に
十
分
気
を

付
け
て
欲
し
い
。

●
今
後
、
異
物
混
入
が
無
い

よ
う
、
確
認
作
業
の
徹
底
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
大
豆
の
施
設
調
整
に
時
間

を
要
し
て
い
る
原
因
は
何
か
。

●
本
年
産
の
出
荷
数
量
が
増

加
し
た
こ
と
と
併
せ
、
汚
粒

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
時
間
を
要

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

●
Ｊ
Ａ
の
米
集
荷
率
が
低
い

と
感
じ
る
。Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷

誘
導
を
で
き
る
様
な
方
策
を

検
討
頂
き
た
い
。

●
令
和
２
年
産
よ
り
初
め
て

の
試
み
で
買
取
販
売
（
ゆ
め

ぴ
り
か
）
を
行
い
ま
し
た
。

概
ね
集
荷
率
向
上
に
効
果
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

地
区
に
よ
る
集
荷
率
に
差
は

あ
り
、
最
終
数
量
も
未
確
定

な
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
内
容
を
精
査
検
証
し
、

更
な
る
集
荷
率
向
上
に
資
す

る
取
り
組
み
を
検
討
・
提
案

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
そ
ば
新
品
種
「
キ
タ
ミ
ツ

キ
」
の
特
性
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

●
令
和
２
年
８
箇
所
で
試
験

栽
培
を
実
施
し
ま
し
た
。「
キ

タ
ワ
セ
」
よ
り
収
量
性
が
高

く
、
登
熟
が
早
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
食
味
も
「
キ

タ
ワ
セ
」
と
同
等
の
評
価
で

あ
り
、「
キ
タ
ワ
セ
」
が
今

後
北
海
道
の
優
良
品
種
か
ら

外
れ
る
こ
と
か
ら
「
キ
タ
ミ

ツ
キ
」
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
米
の
概
算
金
で
契
約
内
・

超
過
米
で
格
差
が
生
じ
る
の

は
何
故
か
。

●
生
産
者
と
の
事
前
契
約
を

基
本
に
販
売
推
進
を
実
施
す

る
こ
と
で
販
売
価
格
の
向
上

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
確
約

契
約
を
頂
い
た
数
量
に
有
利

性
が
無
い
と
契
約
そ
の
も
の

に
意
味
が
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
そ
ば
調
整
施
設
（
旧
小
豆

施
設
）
の
調
整
能
力
は
５
万

俵
と
聞
い
て
い
た
が
、
令
和

２
年
産
の
取
扱
量
は
ど
の
程

度
か
。
ま
た
、
そ
ば
調
整
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

今
後
改
修
計
画
は
あ
る
の
か
。

現
状
の
そ
ば
調
整
施
設
は
従

来
施
設
（
旧
小
豆
施
設
）
の

改
造
で
あ
り
、
今
後
取
扱
量

が
増
加
す
る
こ
と
を
考
慮
し

た
場
合
、
施
設
調
整
能
力
を

上
げ
る
事
を
検
討
頂
き
た
い
。

ま
た
、
補
助
金
を
活
用
し
色

彩
選
別
機
導
入
を
検
討
願
い

た
い
。

●
令
和
２
年
産
は
２
万
７
千

俵
を
調
整
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
に
比
重
選
別
機
を
入
れ

替
え
し
選
別
能
力
を
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年

は
２
万
７
千
俵
を
処
理
す
る

に
あ
た
り
10
月
末
ま
で
掛
か

っ
て
お
り
、
今
後
数
量
が
増

加
し
た
場
合
、
期
間
を
延
長

し
調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
改
修
予
定
と
し
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
建
て
替
え
ま

で
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
長
期
計
画
で
は
色
彩
選

別
機
の
導
入
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
利
用
料

と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し
、

生
産
者
協
議
を
踏
ま
え
な
が

ら
協
議
・
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
玄
そ
ば
の
ま
ま
の
販
売
に

限
ら
ず
、
ム
キ
実
ま
で
加
工

し
販
売
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

●
ム
キ
実
に
つ
い
て
は
そ
ば

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
２
年
12
月
８
日
〜
12
月
11
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
関
係

殻
処
分
の
関
係
か
ら
本
州
で

の
需
要
は
あ
り
ま
す
。
幌
加

内
地
区
は
ム
キ
実
施
設
が
あ

り
稼
働
率
も
高
く
、
今
後
も

需
要
が
増
す
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
初
期
投
資
が
非
常
に
大

き
い
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
施

設
整
備
を
図
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
今
後
は
補
助
事
業

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
検
討

を
進
め
、
有
利
販
売
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

●
そ
ば
の
新
品
種
に
つ
い
て
、

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
収

量
増
と
な
る
品
種
に
移
行
し

価
格
へ
の
影
響
は
大
丈
夫
か
。

●「
キ
タ
ミ
ツ
キ
」
は
生
育

に
バ
ラ
ツ
キ
が
無
く
、
本
年

度
北
海
道
の
優
良
品
種
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
、

主
食
用
米
か
ら
の
転
換
で
そ

ば
作
付
面
積
が
増
加
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
安

定
生
産
、
安
定
供
給
に
よ
る

産
地
の
信
頼
向
上
と
収
量
増

に
よ
る
数
量
払
交
付
金
増
額

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
作

付
け
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

販
売
関
係

担
い
手
関
係

（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



●
出
資
増
口
に
つ
い
て
、
通

常
増
口
と
調
整
増
口
を
依
頼

さ
れ
て
い
る
が
、
増
口
を
促

す
な
ら
出
資
配
当
率
を
上
げ

る
等
、
出
資
金
流
出
を
留
め

る
方
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

●
出
資
配
当
率
は
、
毎
年
度

の
Ｊ
Ａ
決
算
状
況
に
応
じ
変

動
い
た
し
ま
す
。
以
前
よ
り

配
当
率
は
下
が
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
が
、
今
後
も
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
出
資
配

当
と
事
業
分
量
配
当
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
対
応
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

●
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い

る
な
か
、
職
員
数
が
増
加
し

て
い
る
の
は
何
故
か
。

●
現
在
の
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
及

び
各
施
設
・
各
拠
点
を
維
持

す
る
為
に
は
現
況
の
職
員
数

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
願
い
ま
す
。
今
後
将
来
の

収
益
見
通
し
や
組
合
員
動
向
、

老
朽
施
設
状
況
等
も
考
慮
検

討
し
、
効
率
的
な
運
営
体
制

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
現
状
の
Ｊ
Ａ
事
業
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
生
涯
に

わ
た
り
全
組
合
員
サ
ポ
ー
ト

を
可
能
と
す
る
効
率
的
事
業

運
営
体
制
構
築
を
第
７
次
経

営
計
画
期
間
中
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
近
年
、
営
農
懇
談
会
の
出

席
人
数
が
減
少
し
て
い
る
と

感
じ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

組
合
員
へ
の
支
援
を
図
り
、

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
が
ブ
ラ
ン

ド
農
協
と
な
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

●
令
和
２
年
度
よ
り
本
格
的

に
農
福
連
携
が
始
ま
り
、
障

が
い
者
の
方
に
熱
心
に
働
い

て
頂
き
大
変
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
利
用
す
る
農
家
側
に

も
十
分
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
次
年
度
に
向
け
就
業
時

間
の
延
長
や
人
員
増
加
の
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

●
次
年
度
に
向
け
、
障
が
い

者
、
利
用
者
（
農
家
）
双
方

が
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
よ

う
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●（
株
）
深
川
未
来
フ
ァ
ー

ム
の
研
修
生
並
び
に
新
規
参

入
者
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。
　

●（
株
）
深
川
未
来
フ
ァ
ー

ム
は
平
成
29
年
よ
り
研
修
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
独
立
就
農
さ
れ

た
方
は
い
ま
せ
ん
。
次
年
度

以
降
、
よ
う
や
く
１
名
の
方

が
独
立
就
農
す
る
予
定
で
現

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

過
去
か
ら
の
農
業
人
フ
ェ
ア

等
の
積
極
的
参
加
に
よ
り
、

（
株
）
深
川
未
来
フ
ァ
ー
ム

へ
の
研
修
希
望
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
新
規
就
農
希
望
者
の
確
保

と
今
後
は
就
農
先
の
確
保
に

向
け
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
厳
し
い
販
売
環
境
の
中
に

お
い
て
Ｊ
Ａ
に
努
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
品
目
に

よ
っ
て
は
厳
し
い
も
の
も
あ

る
。
米
は
「
生
産
の
目
安
」

を
守
っ
て
い
な
い
県
も
あ
り
、

生
産
基
盤
が
衰
退
し
価
格
へ

の
不
安
感
が
あ
る
。
過
剰
在

庫
解
消
に
向
け
た
需
給
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
よ
う
、
輸
入
米

を
含
め
た
対
応
を
国
へ
強
く

要
請
し
て
頂
き
た
い
。

●
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
均
衡

は
価
格
形
成
に
お
い
て
も
非

常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
米
主
産
地
と
し
て
安
定

供
給
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
の
で
、
国
へ
の
要
請
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

●
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農

薬
の
使
用
に
つ
い
て
、
人
体

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

よ
り
安
全
な
農
産
物
を
生
産

供
給
す
る
う
え
で
使
用
を
避

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
国

の
基
準
も
あ
る
が
、Ｊ
Ａ
独

自
基
準
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

●
消
費
者
へ
安
全
・
安
心
な

農
産
物
を
供
給
し
て
い
く
事

は
大
切
で
す
が
、
そ
の
一
方

で
安
定
的
に
生
産
を
行
う
に

は
農
薬
の
適
正
使
用
は
不
可

欠
で
す
。
農
薬
使
用
に
当
っ

て
国
の
基
準
に
基
づ
い
て
使

用
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い

ま
す
が
、
安
全
性
が
不
安
視

さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、

今
後
再
評
価
さ
れ
る
と
の
情

報
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
担
い
手
支
援
室
は
現
状
の

人
員
体
制
（
３
名
）
の
ま
ま

で
今
後
も
進
め
る
の
か
。

●
職
員
数
に
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
が
密
着
力
の
強
化
に
努

め
、
今
後
営
農
セ
ン
タ
ー
集

約
後
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
担
い
手
支
援
室
は
組
合
員

へ
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

を
行
う
Ｊ
Ａ
全
体
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

必
要
な
部
署
で
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

●
米
の
概
算
金
並
び
に
仮
渡

金
に
金
利
は
掛
か
る
の
か
。

●
令
和
２
年
産
米
よ
り
金
利

の
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
大
豆
の
コ
ン
テ
ナ
に
つ
い

て
、
内
袋
に
雑
草
種
子
等
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
有
る
の

で
、
取
り
扱
い
に
十
分
気
を

付
け
て
欲
し
い
。

●
今
後
、
異
物
混
入
が
無
い

よ
う
、
確
認
作
業
の
徹
底
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
大
豆
の
施
設
調
整
に
時
間

を
要
し
て
い
る
原
因
は
何
か
。

●
本
年
産
の
出
荷
数
量
が
増

加
し
た
こ
と
と
併
せ
、
汚
粒

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
時
間
を
要

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

●
Ｊ
Ａ
の
米
集
荷
率
が
低
い

と
感
じ
る
。Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷

誘
導
を
で
き
る
様
な
方
策
を

検
討
頂
き
た
い
。

●
令
和
２
年
産
よ
り
初
め
て

の
試
み
で
買
取
販
売
（
ゆ
め

ぴ
り
か
）
を
行
い
ま
し
た
。

概
ね
集
荷
率
向
上
に
効
果
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

地
区
に
よ
る
集
荷
率
に
差
は

あ
り
、
最
終
数
量
も
未
確
定

な
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
内
容
を
精
査
検
証
し
、

更
な
る
集
荷
率
向
上
に
資
す

る
取
り
組
み
を
検
討
・
提
案

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
そ
ば
新
品
種
「
キ
タ
ミ
ツ

キ
」
の
特
性
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

●
令
和
２
年
８
箇
所
で
試
験

栽
培
を
実
施
し
ま
し
た
。「
キ

タ
ワ
セ
」
よ
り
収
量
性
が
高

く
、
登
熟
が
早
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
食
味
も
「
キ

タ
ワ
セ
」
と
同
等
の
評
価
で

あ
り
、「
キ
タ
ワ
セ
」
が
今

後
北
海
道
の
優
良
品
種
か
ら

外
れ
る
こ
と
か
ら
「
キ
タ
ミ

ツ
キ
」
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
米
の
概
算
金
で
契
約
内
・

超
過
米
で
格
差
が
生
じ
る
の

は
何
故
か
。

●
生
産
者
と
の
事
前
契
約
を

基
本
に
販
売
推
進
を
実
施
す

る
こ
と
で
販
売
価
格
の
向
上

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
確
約

契
約
を
頂
い
た
数
量
に
有
利

性
が
無
い
と
契
約
そ
の
も
の

に
意
味
が
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
そ
ば
調
整
施
設
（
旧
小
豆

施
設
）
の
調
整
能
力
は
５
万

俵
と
聞
い
て
い
た
が
、
令
和

２
年
産
の
取
扱
量
は
ど
の
程

度
か
。
ま
た
、
そ
ば
調
整
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

今
後
改
修
計
画
は
あ
る
の
か
。

現
状
の
そ
ば
調
整
施
設
は
従

来
施
設
（
旧
小
豆
施
設
）
の

改
造
で
あ
り
、
今
後
取
扱
量

が
増
加
す
る
こ
と
を
考
慮
し

た
場
合
、
施
設
調
整
能
力
を

上
げ
る
事
を
検
討
頂
き
た
い
。

ま
た
、
補
助
金
を
活
用
し
色

彩
選
別
機
導
入
を
検
討
願
い

た
い
。

●
令
和
２
年
産
は
２
万
７
千

俵
を
調
整
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
に
比
重
選
別
機
を
入
れ

替
え
し
選
別
能
力
を
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年

は
２
万
７
千
俵
を
処
理
す
る

に
あ
た
り
10
月
末
ま
で
掛
か

っ
て
お
り
、
今
後
数
量
が
増

加
し
た
場
合
、
期
間
を
延
長

し
調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
改
修
予
定
と
し
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
建
て
替
え
ま

で
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
長
期
計
画
で
は
色
彩
選

別
機
の
導
入
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
利
用
料

と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し
、

生
産
者
協
議
を
踏
ま
え
な
が

ら
協
議
・
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
玄
そ
ば
の
ま
ま
の
販
売
に

限
ら
ず
、
ム
キ
実
ま
で
加
工

し
販
売
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

●
ム
キ
実
に
つ
い
て
は
そ
ば

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
２
年
12
月
８
日
〜
12
月
11
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
関
係

殻
処
分
の
関
係
か
ら
本
州
で

の
需
要
は
あ
り
ま
す
。
幌
加

内
地
区
は
ム
キ
実
施
設
が
あ

り
稼
働
率
も
高
く
、
今
後
も

需
要
が
増
す
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
初
期
投
資
が
非
常
に
大

き
い
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
施

設
整
備
を
図
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
今
後
は
補
助
事
業

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
検
討

を
進
め
、
有
利
販
売
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

●
そ
ば
の
新
品
種
に
つ
い
て
、

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
収

量
増
と
な
る
品
種
に
移
行
し

価
格
へ
の
影
響
は
大
丈
夫
か
。

●「
キ
タ
ミ
ツ
キ
」
は
生
育

に
バ
ラ
ツ
キ
が
無
く
、
本
年

度
北
海
道
の
優
良
品
種
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
、

主
食
用
米
か
ら
の
転
換
で
そ

ば
作
付
面
積
が
増
加
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
安

定
生
産
、
安
定
供
給
に
よ
る

産
地
の
信
頼
向
上
と
収
量
増

に
よ
る
数
量
払
交
付
金
増
額

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
作

付
け
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

販
売
関
係

担
い
手
関
係
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令和2年12月：ＪＡ北海道中央会協同活動推進室令和2年12月：ＪＡ北海道中央会協同活動推進室

「協同組合ネット北海道通信」「協同組合ネット北海道通信」「協同組合ネット北海道通信」「協同組合ネット北海道通信」

〇2018年開催の第29回ＪＡ北海道大会において、総合事業の維持、地域課題の解決のため、
他の協同組合・企業との連携化により総合性が発揮できる事業運営の転換を検討するとし、北
海道協同組合間連絡協議会の改組を基本とし、業態の違うより多くの協同組合組織を仲間とし
た「協同組合ネット北海道」(仮称)結成に向けた調査・検討を行うことを決議しました。そして、
コロナ禍のなか、令和2年6月17日に「協同組合ネット北海道」は、18団体(うちオブザーバ
ー参加２団体)により発足致しました。協同組合間の連携により、地域の課題解決に向けて取
り組み、社会貢献活動への活動を展開することとしています。

協同組合ネット北海道」の組織発足

〇単一の協同組合では、解決できない課題について、複数の協同組合の連携で解決し、持続可
能な北海道経済と地域住民の生活向上に寄与することを目指すとともに、協同組合への大きな
期待に応えるべく、社会貢献活動の実践に取り組むことを目的としています。連携のキーワード
は、“ゆるやか”“あいのり”“やってみる”です。

協同組合ネット北海道の設立目的

〇設立から、8団体による事務局体制を確立し、毎月第2水曜日に事務局会議を開催し、具体的
な検討を図っております。
〇課題を①共通課題と②個別課題に区分し、各課題の担当事務局を決め、担当事務局が主体的
に原案の検討・整理をし、全体で協議する方式として推進しております。
〇具体的な、共通課題は、次の3点の取り組みです。
　（１）地域づくり
　（２）環境対策
　（３）災害支援活動
〇個別課題は、次の3点の取り組みです。
　（１）協同組合間の学習交流会の開催
　（２）内外広報活動
　（３）公開講演会の開催
〇今年度は、コロナ禍において、計画どおり実施できないテーマもあり、今後の状況を踏まえ、
できることから具体的に着手することとしています。

設立からの取り組み経過

第1号第1号
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＜共通課題テーマ＞
①地域づくり
　ア．こども食堂の支援活動
　　　・子ども食堂を支援する団体の支援活動の実施

道内の約170の子ども食堂を支援する「こども食堂北海道ネットワーク」(約65の子ど
も食堂が加入)の支援活動を実施していくこととしました。～金銭的支援、食材等の提供、
食育活動の推進(具体的な支援活動の内容はこれから検討)

　イ．高齢者支援活動の推進
・高齢者の居場所づくり、健康推進に向けて「まる元・ゆる元」活動に取り組んでいく方
向を確認。まずは、事務局8団体の担当者が参加して、ゆる元指導者認定講座を開催
することとしました。(令和3年1月)
＊まる元＝「地域まるごと元気アッププログラム」　ゆる元＝「まる元のゆるやか版」

②環境対策
〇加入組織間で“あいのり”して取り組めることから活動することとしました。
　ア．江別市エコセンターのあいのり活動の検討
　イ．SDGｓ(環境対策)の各協同組合の取り組み状況を共有し、今後、具体的な活動を検討。
　ウ．脱炭素の取り組みにかかる共通課題の整理。

③災害支援対策
〇各協同組合組織の災害支援活動の取り組み状況およびBCPの内容調査による、共通支援活動
の検討。
〇各組織の災害支援体制および災害備蓄体制調査による共通支援活動の整理検討。

＜個別課題テーマ＞
①SDGｓの取り組み～定期的な勉強会の実施
②公開講演会の開催
③協同組合間学習交流会の開催
④内外広報活動の推進　　　　等
＊今年度は、コロナ禍にあって、開催が困難で中止・延期のテーマもあります。

課題ごとの検討内容

＊構成18団体は、北海道農業協同組合中央会、北海道信用農業協同組合連
合会、ホクレン農業協同組合連合会、北海道厚生農業協同組合連合会、全
国共済農業協同組合連合会北海道本部、北海道漁業協同組合連合会、北
海道信用漁業協同組合連合会、北海道森林組合連合会、北海道生活協同
組合連合会、生活協同組合コープさっぽろ、生活協同組合連合会大学生協
事業連合、北海道労働金庫、ワーカーズコープ連合会センター事業団北海
道事業本部、こくみん共済coop北海道推進本部、北海道報徳社、北海道
大学大学院農学研究院、北海道農業ジャーナリストの会(オブザーバー )、日
本協同組合連携機構(オブザーバー)で構成。

（太字の組織は、事務局8団体）
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医
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法
人
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耳
鳴
を
訴
え
て
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
一
度
も
耳
鳴
を
感
じ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
は
お
そ
ら
く
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
静
か
な
時
に
シ
ー
ン
と
い
う
耳
鳴
が
し
た
り
、
飛
行
機
に
乗
っ
て
急
激
に
気
圧
が
変
化
す
る
場
合
に
は
、
一
時
的
に
耳
鳴
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
耳
鳴
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
耳
鳴
の
な
か
に
は
重
大
な
病
気
の
初
発
症
状
で
あ
っ
た
り
、
耳
鳴
が
大
き
く
て
日
常
生
活
に
支
障
を
来
し
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
て
検
査
や
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
耳
鳴
と
難
聴
は
表
裏
一
体
で
、
耳
鳴
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
の
多
く
は
難
聴
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
耳
鳴
の
大
き
さ
と
難
聴
の
程
度
と
は
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

時
に
聴
力
は
悪
く
な
い
の
に
耳
鳴
が
と
て
も
大
き
い
場
合
や
、
ま
た
そ
の
逆
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
耳
鳴
は
内
耳
に
あ
る
音
を
感
ず
る
感
覚
細
胞（
有
毛
細
胞
）の
障
害
に
よ
り
生
じ
ま
す
。原
因
と
し
て
は
メ
ニ
エ
ー
ル
病
や
、抗
が
ん
剤
な
ど
の
薬
剤
に
よ
る
内
耳
障
害
、

大
き
な
音
を
聴
い
た
時
に
起
こ
る
難
聴
（
騒
音
性
難
聴
，
音
響
外
傷
）、
突
然
急
に
難
聴
が
起
こ
る
突
発
性
難
聴
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
近
年
は
単
純
に
加
齢
に
よ

る
も
の
が
比
較
的
多
い
で
す
。
ま
た
、
聴
神
経
腫
瘍
と
い
う
、
内
耳
と
脳
を
つ
な
ぐ
神
経
で
で
き
る
腫
瘍
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
検
査
で
発
見

が
可
能
で
す
。

　
耳
鳴
り
に
対
し
て
は
、
血
流
改
善
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
漢
方
薬
な
ど
が
処
方
さ
れ
ま
す
が
、
目
立
っ
た
効
果
が
得
ら
れ
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
難
聴
が
さ
ら
に
進
行

す
る
と
耳
鳴
り
も
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
こ
と
も
良
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
効
薬
的
な
薬
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

　
器
具
を
用
い
る
耳
鳴
り
の
治
療
法
と
し
て“

Ｔ
Ｒ
Ｔ
療
法
“
が
あ
り
ま
す
。Ｔ
Ｒ
Ｔ
療
法
と
は
、Ｔ
Ｃ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
補
聴
器
に
似
た“

耳
鳴
り
治
療
器
“
を
用
い
て
、「
脳

を
耳
鳴
り
の
音
に
順
応
さ
せ
る
よ
う
に
訓
練
す
る
」
方
法
で
、
現
在
欧
米
で
は
か
な
り
普
及
し
て
い
ま
す
。
意
識
上
に
知
覚
さ
れ
る
耳
鳴
と
は
、
脳
の
中
で
起
き
る
現
象

で
す
。
意
識
上
が
耳
鳴
り
に
支
配
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
徐
々
に
「
慣
れ
」
の
状
態
に
持
っ
て
い
こ
う
と
す
る
方
法
で
す
。

　
実
際
の
Ｔ
Ｒ
Ｔ
療
法
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
耳
鳴
り
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
理
解
し
て
頂
き
、
馴
化
（
じ
ゅ
ん
か
）
あ
る
い
は
順
応
（
じ
ゅ
ん
の
う
）

と
い
う
現
象
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。ま
た
、心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
や
不
安
感
が
耳
鳴
り
に
与
え
る
影
響
な
ど
、治
療
に
必
要
な
知
識
を
充
分
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

Ｔ
Ｃ
Ｉ
を
装
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。
少
し
耳
障
り
な
ぐ
ら
い
の
雑
音
を
使
い
、
１
日
８
時
間
の
装
用
を
目
標
に
、
調
整
し
て
い
き
ま
す
。
脳
が
学
習
し
て
、
自
覚
的
な
耳

鳴
り
が
小
さ
く
な
る
ま
で
は
あ
る
程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
効
果
が
出
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
ま
だ
敷
居
の
高
い
治
療
法
で
す
が
、
耳
鳴
が
気

に
な
っ
て
仕
方
が
無
い
と
い
う
方
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
、
聴
力
検
査
な
ど
で
の
診
断
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
治
療
方
法
が
あ
る
か
を
相
談
し
て
頂
く
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。
近
い
将
来
に
は
Ｔ
Ｒ
Ｔ
療
法
が
広
く
用
い
ら
れ
る
と
良
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
．（
現
在
健
康
保
険
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
の
で
、Ｔ
Ｃ
Ｉ
を
購
入
す

る
こ
と
に
な
り
実
費
が
か
か
り
ま
す
）

耳
鳴
の
治
療 

–
Ｔ
Ｒ
Ｔ
療
法
–
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　全国農業協同組合中央会は、「国消国産※」の理解醸成をすすめるため、情報発信のメインターゲットとする若年層に強い影
響力を持つアイドルグループ「乃木坂 46」を起用し、特設ＷＥＢサイトを展開しております。
　特設ＷＥＢサイトで展開するクイズコンテンツを用いて、国内農業が抱える諸課題（生産基
盤の弱体化、食料自給率の低迷等）について、乃木坂 46 のメンバーがわかりやすく解説し
ており、メンバーと楽しく学べるスタイルとなっております。
　その他、メンバーからの国内農業に対する応援メッセージの掲載や、メンバーがそれぞれ
の「推し食材」を食べる動画も公開しておりますので、是非ご覧ください。

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　ＪＡバンク北海道は、２０１８年より地域活性化を
目的に、ファイターズとスポンサー契約を締結して
います。この権益を活用して、これまでキャンペー
ン等を実施してまいりました。また、ファイターズ
がＣＳＲ活動として実施している「ゆきのね奨楽金」
にも協賛し、子どもたちを対象にしたウィンタース
ポーツの普及を支援して
います。
　先ごろ、「ゆきのね奨
楽金」 の贈呈式が札幌
ドームで催されました。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済連北海道では、地域貢献活動の一環と
して、帯広農業高校と岩見沢農業高校の２つの農業
高校に、実践教育用の農業機械としてトラクターを
寄贈いたしました。
　この活動は農業後継者の育成支援を目的に、令
和２年度から実施することといたしました。
　この取り組みによって、農業の未来を担う学生た
ちの実習環境がさらに向上し、学生たちがより実践
的な知識や技術を習得することで、将来、農業分
野のスペシャリストや農業後継者として活躍するこ
とを願っています。

ホクレン
　ホクレングリーンネットショップが 2 月から

「HOKUREN GREEN +PLUS（ホクレングリーン
プラス）」にリニューアル！引き続き全国のお客さま
に、北海道産農畜産物のコアファンとなっていただ
けるようなオンラインショップを運営してまいりま
す。出品希望商品などございましたら、お気軽にご
相談ください。

ＪＡ北海道厚生連
　このたび本会では、組合員ならびに地域住民の
皆様への情報発信の場として、公式 Twitter を開
設いたしました。本会の情報はもちろん、各事業所
におけるイベントの開催情報やその様子など、四
季折々の情報を発信してまいります。開設したばか
りではございますが、皆様にとって有益な情報を発
信できるよう努めてまい
りますので、QR コード
より当アカウントのフォ
ロー登録をお願いいたし
ます。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

https://www.hokuren-greenplus.jp

〇特設ＷＥＢサイト
　ＨＰアドレス：https://www.asahi.com/ads/nogizaka46ja/
※「国消国産」とは、国民が必要とし消費する食料は、その国で生産することが基本で
あるという考え方。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

一月俳句一月俳句一月俳句

12月号の正解は
「オオミソカ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

北 竜 町　　田中　和子　様
北 竜 町　　永井　悦子　様
北 竜 町　　山森美陽子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

5
6

7
8

9

11

12

16

17
18

19

いつでも火が起こせるよう消さ
ずに残しておく小さな火
たまにしか起こらないこと、「○
○に見る才能」
景気が良い事、⇔不景気
場所がわからない場面で人に
尋ねる時などに使う指示代名詞
力士が土俵の上で行う競技
選挙やクジなどで選び出される
こと
一人または数人が大声で笑う
こと、「ドリフ大○○○○○」
梅の実をシソの葉とともに塩漬
けにした食べ物
動物の頭・首・手・足を除いた体
の部分の総称
裁判などで当事者双方が話し
合い譲歩することによって解決
すること
両親の男兄弟のこと
東北地方の方言で「牛」のこと、

「赤○○」
建築物で天井と対になる平面
の部分

1

4

6

8

10

12

13
14

15

17

20

21

思い切って大きな決断を下すこ
と、「清水の○○○から飛び降
りる」
自然環境保護に配慮している意、

「エコロジー」の略
礼装用の婦人服、「ウェディン
グ○○○」
器械体操運動で使う木で作ら
れた台形状の箱
得をすること、または利益、「ま
る○○○」「ぼろ○○○」
同じ姓、同じ名前であること「同
姓○○○○」
今週の前の週
企業が財政状態などを明らかに
するため入出金や取引を帳簿に
記入する方法
物をこすって洗うため藁やシュ
ロの毛を束ねて作られたもの、

「束子」
北海道出身のお笑いコンビ「タ
カアンドトシ」の代表的なギャグ
保ち続けること、「日本記録○
○者」

「なごり雪」を代表曲とする女
性フォークシンガー

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切２月28日消印有効で当選者とクイズの答えは令和３年４月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
お
財
布
に
眠
れ
る
美
女
や
一
葉
忌
　
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
露
天
湯
の
首
を
廻
せ
ば
雪
の
か
さ
　
　
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
捨
て
兼
ね
し
物
あ
り
年
を
惜
し
み
け
り
　
　
　
北
川
　
満
江

　
短
日
や
追
わ
れ
て
命
縮
む
こ
と
　
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
玉
子
酒
ぐ
っ
と
飲
み
干
し
咳
止
め
る
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
枯
木
山
次
の
豊
か
さ
潜
ま
せ
て
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
人
集
う
く
し
ゃ
み
を
ぐ
っ
と
我
慢
す
る
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
初
春
や
自
粛
の
中
の
献
寿
か
な
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
初
夢
や
水
漏
る
畦
を
直
し
い
て
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
冬
星
の
雫
や
胸
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
炭
山
の
匂
い
ど
こ
か
に
初
手
水
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
正
月
や
足
跡
さ
え
も
コ
ロ
ナ
か
な
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
平
凡
が
一
番
幸
せ
正
月
来
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
泣
き
に
ゆ
く
友
あ
り
雪
の
道
駆
け
て
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

●
土
筆
俳
句
会

　
雪
積
む
や
ぬ
け
穴
覗
く
野
鼠
の
み
ち
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
か
ぐ
は
し
き
小
径
を
行
き
ぬ
初
詣
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
枯
大
樹
十
五
の
ほ
や
の
ぶ
ら
下
が
り
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
読
み
初
め
は
上
達
願
ひ
師
の
句
集
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
大
旦
等
し
く
暮
る
る
日
も
新
た
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
猛
吹
雪
の
当
ら
ぬ
予
報
ほ
っ
と
す
る
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
三
が
日
襷
を
つ
な
ぐ
ド
ラ
マ
観
る
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
置
炬
燵
猫
と
う
た
た
ね
時
惜
し
む
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
八
方
に
潜
む
コ
ロ
ナ
や
札
納
め
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D E

1 2 3 3 4 5

7 6 7 7
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11 12
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16 15 16

18 17 18 19 19
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D

C

A

B

E

（16）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



１．関係団体等諸会議について
２．第3四半期監査報告について
３．会計監査人の再任の決定について
４．内部監査報告について
５．組合員の加入脱退について
６．11月末推定決算について
７．財務報告及び事業実績について
８．固定資産の修繕について
９．決算実地棚卸立会について
10．新年交礼会中止に伴う取り進めについて
11．職員の人事及び業務事故について
12．令和2年度提案表彰について
13．貸出金の貸付報告について
14．大口貸出先（信用供与1億円超）の概況に

ついて
15．クミカン精算状況について
16．米・水田をめぐる情勢と今後の対応について

17．令和3年産米の「生産の目安」等について
18．令和3年産米生産に向けた北海道の推進

方策について
19．令和1年産 うるち米最終精算について
20．令和1年産 もち米追加概算払いについて
21．令和1年産 加工用・輸出用米最終精算に

ついて
22．令和1年産 飼料用米最終精算について
23．令和2年産 超過米出荷奨励金について
24．令和1年産 小麦最終精算について
25．令和2年産 小麦二次概算金について
26．令和1年産 大豆最終精算について
27．令和1年産 雑穀最終精算について
28．畜産物の販売状況について
29．青果・花き集荷販売実績について
30．大口農薬奨励金の支払いについて
31．経済部事業実績について

議案第１号　令和3年度 内部監査部門事業計画
について

議案第２号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　育児及び介護休業規程の一部改

正について
議案第５号　貸出金の貸付決定について
議案第６号　理事に対する貸出承認について
議案第７号　令和1年産 米違約金について

議案第８号　令和2年産 雑穀概算金支払いに
ついて提

　出
　議
　案

組合員の動き
（令和２年12月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,342
89

5,904
313
964

当月末
50
0
64
5
25

脱退
16
2
65
1
1

加入
1,376
87

5,903
317
988

当期首

報
　告
　事
　項

第13回理事会 〈令和2年12月25日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績
○令和２年12月実績

発電電力 7,968kwh 計画対比

前年対比

△5,004kwh

△4,785kwh

※今月号の新風は休載致します。
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金融共済部 共済課からのお知らせ

ＪＡきたそらち
本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024
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